
キース・ヘリング：NYダウンタウン・ルネサンス展関連イベン
ト 6⽉プライド⽉間企画「中村キース・ヘリング美術館 クィ
ア・フィルム上映会」開催

⽇本初公開作品を含むLGBTQ＋をテーマにした映画を２⽇間で６作品上映

中村キース・ヘリング美術館（⼭梨県・⼩淵沢）では、6⽉24⽇（⼟）25⽇（⽇）の２⽇間にわたり、

６⽉３⽇より開催される 「キース・ヘリング：NYダウンタウン・ルネサンス」展関連企画として、６⽉

のプライド⽉間の機会に「中村キース・ヘリング美術館 クィア・フィルム上映会」を開催します。

「クィア」という⾔葉は、元々「⾵変わりな」「奇妙な」という意味として時にセクシュアル・マイノ

リティの⼈々に対する差別的な⾔葉として使われてきました。 現代では「クィア」という単語はジェン

ダーやセクシュアリティにとらわれない多様な存在を包み込む⼤きな傘のような⾔葉として使われてい

ます。クィア・フィルムとはそうしたクィアというアイデンティティやコミュニティーを題材とし、同

性愛や異性愛、両性愛などの⾔葉には当てはめることができないセクシュアリティのあり⽅を、さまざ

まな視点や⼿法により表現する映像作品です。

1969年6⽉28⽇にニューヨークで「ストーンウォールの反乱」が起きた⽉として、６⽉は世界的にLGBT

Q+の権利の啓発や認知向上を⽬指す「プライド⽉間（Pride Month）」として各地でイベントが開催さ

れています。

ストーンウォールから約10年、「LGBTQ+」という⾔葉もなく、性的少数者への差別や偏⾒、抑圧が今

よりも強かった80年代に、キース・ヘリングは⾃⾝がゲイ男性であることをオープンにしてアーティス
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『ゲニウス・ロキ』 監督：エイドリアン・ミリガウ｜2019年｜フランス 『アナザー ヘイライド』 監督：マット・ウルフ｜2021｜アメリカ

ト活動を⾏い、LGBTQ+コミュニティの可視化やHIV・エイズの正しい理解の促進などを⽬的とした啓発

活動を⾏いました。

当館は、キース・ヘリングの遺志を継ぎ、毎年プライド⽉間である6⽉に様々な活動を⾏なっています。

今年は「キース・ヘリング：NYダウンタウン・ルネサンス」展の２章で「ホモエロティシズムとHIV・

エイズ」をテーマとすることから、映画上映シリーズ「ノーマルスクリーン」協⼒のもと、クィア・フ

ィルムの表現を通して「クィアネス（クィアであること）」について考える機会となる、初の2⽇間連続

映画上映会を開催します。

中村キース・ヘリング美術館 クィア・フィルム上映会のみどころ

80年代の若者の恋愛像、近未来社会劇、⾳楽、ダンス…中村キース・ヘリング美術館ならではの視点で

セレクトした⽇本初公開を含む６作品を2⽇間終⽇上映

⻁の⼦ 三頭 たそがれない  監督：グスタボ・ヴィナグリ｜2022年｜ブラジル

本上映会では、多様な「クィアネス（クィアであること）」を紹介するため、当館ならではの視点で４

カ国、６本の映画を選定しました。キース・ヘリングと関係の深いダンサー・振り付け家のビル・T・ジ

ョーンズのダンスで紡がれる作品『無題』や⽇本の馴染み深い⾵景と柔らかな歌声、⾳楽とともに描か

れる『ビバリー・グレン=コープランド (In the Making)』、政治への鋭い批判とフィクションを織り交ぜ

た⽇本初公開作品『⻁の⼦ 三頭 たそがれない』など、中村キース・ヘリング美術館によるプログラムだ

からこそご覧いただけるラインナップです。

本上映会では少しでも多くの⽅にクィア・フィルムの多様な表現にふれていただけるよう、ナイトミュ



ージアムの時間に上映される⻑編作品を含む、６本の映画すべてをご覧いただける２デイパスをワンコ

イン（500円）で販売します。特に、メイン会場である特設会場では、アニメーション、ドキュメンタリ

ーなど４本の短編作品合計約70分を終⽇連続上映。好きな時間から鑑賞することができますので、クィ

ア・フィルムやプライド⽉間に興味があるけれど、⾜を運べていなかったという⽅でも、旅の予定に合

わせて気軽にお⽴ち寄りいただけます。

上映作品ラインナップ・タイムテーブル

 6⽉24⽇17:00にはトークイベントも開催予定。トークゲスト詳細は６⽉中旬に発表いたします。



チケット名
⾦

額
販売場所

当⽇

券 

 

クィア・フィルム上映

会２デイパス

500

円

 

 

美術館窓⼝でのみ販売

前売

券

展覧会鑑賞＋クィア・

フィルム上映会２デイ

パス

180

0円

中村キース・ヘリング美術館

公式オンラインショップにて

販売

※上映会のみの前売り券はございません

前売りチケット販売期間：5⽉27⽇（⼟）から6⽉23⽇（⾦）24:00まで



イベント概要

＜企画協⼒＞

本上映会は、映像上映シリーズ「ノーマルスクリーン」協⼒のもと開催されます。

2015年夏より主に東京を拠点に続く映像上映シリーズ。時代や地域を問わず性的マイノリティの経験を

描いた作品や作家の活動を中⼼に紹介し、過去には⾳楽家アーサー・ラッセルのドキュメンタリー⽇本

初上映やベトナムやタイの実験映像、韓国の作品、AIDSアクティヴィズムに関する作品などを劇場やコ

ミュニティ／団体などと協働し上映している。

http://normalscreen.org/

イベン

ト名

キース・ヘリング：NYダウンタウン・ルネサンス展関連イ

ベント

6⽉プライド⽉間企画

中村キース・ヘリング美術館 クィア・フィルム上映会

会期 2023年6⽉24⽇（⼟） - 2023年6⽉25⽇（⽇）

開催時

間

day1：9:00 ー 19:45（チケット最終販売：17:00）

day2：9:00 ー 17:00（チケット最終販売：16:00）

公式サ

イト
https://www.2023exhibitions.nakamura-haring.com

主催 中村キース・ヘリング美術館

企画協

⼒
ノーマルスクリーン

字幕協

⼒

カナダ⼤使館、新千歳空港国際アニメーション映画祭 htt

ps://airport-anifes.jp/

当プレスリリースURL

http://normalscreen.org/
https://www.2023exhibitions.nakamura-haring.com
https://airport-anifes.jp/


https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000044.000022359.html

中村キース・ヘリング美術館のプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/22359

プレスツアーのご案内

本展開催前⽇（６⽉２⽇[⾦]）に、プレスツアーを開催します。新宿駅よりバスで⼩淵沢までご案内し、

「キース・ヘリング：NYダウンタウン・ルネサンス」と、同時開催の、世界的な⾐裳デザイナーおよび

スタイリスト、パトリシア・フィールドのアートコレクションを紹介する展覧会「ハウス・オブ・フィ

ールド」を、メディアの皆様にご紹介いたします。担当キュレーターによる展覧会説明のほか、関連イ

ベントについてもイベント担当よりご紹介いたします。

ぜひ、ご参加賜りますよう、ご検討のほどよろしくお願い申し上げます。

[⽇程（予定）]

09:00­12:00 新宿駅集合、バス移動（移動中にご昼⾷）

12:00­14:30 内覧会（２つの展覧会を担当キュレーターがご案内します。）

14:30­15:45 パトリシア・フィールドよりビデオメッセージ上映

       関連イベントご案内

16:00     内覧会終了（バスで新宿駅までお送りします。）

18:00     新宿駅到着

※詳細なスケジュールは、改めてご案内します。

※ご参加を希望される⽅は、https://forms.gle/X5r4WrvnMedXpihG8 より必要事項を

 ご記⼊いただくか、本出⽋確認票を pr_nkhc@keith.jp までお送りください。

※お⼿数ですが【５⽉１９⽇(⾦)１２：００】までにご返信をいただけますと幸いです。

【本件に関する報道関係お問合せ先】

担当：⽥中、⽊⻁、(島⽥) 

連絡先：pr_nkhc@keith.jp

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000044.000022359.html
https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/22359
https://forms.gle/X5r4WrvnMedXpihG8
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